
人口と世帯（令和７年４月１日現在）1,683世帯（-19）男1,937人（-24）女1,922人（-21）計3,859人（-45）
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㊗ご卒業おめでとうございます！！
　３月１３日（木）片品中学校卒業証書授
与式が行われました。
　写真は卒業生による合唱です。
　ご卒業おめでとうございます。
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ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ
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ちゃん金子　愛咲
かねこ　　　   あさ

（鎌田）

令和６年４月２０日　（父）友也　（母）愛友花

命名について

将来は・・・
自分を大切にし、たくさんのことに挑戦して、たくさん笑い、
楽しい人生を歩んでほしいです。

母の名前と同じ「愛」と、たくさんの花が咲く春に生まれたの
で「咲」を使い、名前の響きもふくめて決めました。

口座振替の方は事前に残高確認を！

◆ ◆

◆ ◆

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

第 1 期

第 1 期

　広報３月号に掲載しました女性会講習会で講師とし
てお世話になった方のお名前に誤りがございました。

　この場をお借りして、訂正させていただきます。
森　峰子　→　森　峯子

（教育委員会）

お詫び

　令和八年歌会始のお題は「明」と定められました。

令和八年歌会始のお題及び
詠進歌の詠進要領について
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今月の納期は

４月３０日（水）です！

納付月・納期限
税目等

４月 末 
｠　　５月 末 
｠　　６月 末 
｠　　７月 末 
｠　　８月 末 
｠　　９月 末 
｠　１０月 末 
｠　１１月 末 
｠　１２月 末 
｠　　１月 末 
｠　　２月 末 
｠　　３月 末 
その他の納期　　　※ 納期限が休日の場合 → 翌日
▼入湯税の納期限：翌月１５日　　▼保育料の納期限：毎月末日 （上記一覧表の納期限）

４／３０（水）
６／　２（月）
６／３０（月）
７／３１（木）
９／　１（月）

　９／３０（火）
１０／３１（金）
１２／　１（月）
１２／２５（木）
２／　２（月）
３／　２（月）
３／３１（火）

軽自

①

固定

①

②

③

④

村県

①

②

③

④

国保

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

水道

①

②

③

④

⑤

⑥

介護
①

②

③

④

⑤

⑥
随時①

※①は第１期の略です。
令和７年度　村税等 納期一覧表

後期
①
　
②
　
③
　
④
　
⑤
　
⑥

随時①　

▼問合わせ先
　宮内庁ホームページ
　ＵＲＬ：https://www.kunaicho.go.jp をご参
照ください。



02広 報 か た し な

令和７年度村予算

増 の４２億４千２百万円
( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

03 広 報 か た し な

令和７年度村予算

令和７年度の村の予算が決まりました。

一般会計前年度比 ０.５％
　令和７年度の一般会計、特別会計及び事業会計の予算は3月６日開会の定例村議会におい
て提出され、きめ細かい審議を経て3月14日原案どおり可決されました。
  一般会計の予算は42億4千2百万円で、前年度に比べ約0.5％の増額となりました。

歳入歳出予算款別比較表

比　較  
37,940
2,200
△ 40
0

600
1,500
5,000
0

1,500
△ 300

0
△ 50
2,035
△ 190

△ 30,450
△ 11,225
30,837
△ 3,000
204,114

0
△ 69,171
△ 152,300
19,000
202,565

　　　　　　　　　　　説　　　　　　　　明
村民税、固定資産税、軽自動車税、村たばこ税、入湯税
地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、森林環境譲与税
預金利子等の所得に分離課税された県民税から一定割合が交付
特定配当等の額に分離課税された県民税から一定割合が交付
特定株式等譲渡所得に分離課税された県民税から一定割合が交付
県に納付された法人事業税 (5.4%) に相当する額を村に交付
消費税 10%のうち、国 7.8%・地方 2.2%（県 1/2、市町村 1/2）
自動車取得税の一定額が村道の延長と面積を基準に交付
自動車税環境性能割の一定割合が村道の延長と面積を基準に交付
減収補てん特例交付金
村の基準財政収入額と基準財政需要額の差を国が交付
交通反則金が配分され道路交通安全施設整備に充当
学校給食費負担金、派遣職員人件費負担金など
村営住宅や体育施設の使用料、公共物占用料、各種証明手数料など
障害者福祉サービス費等負担金、社会資本整備総合交付金など
障害福祉・児童福祉・社会福祉補助金、農林業費補助金など
土地、建物の貸付料、基金の預金利子など
ふるさと納税寄附金や企業版ふるさと納税寄付金など
村の基金からの繰入れ
前年度決算後の余剰金
預金利子、観光施設事業収入及び宝くじ助成金などの諸収入等
過疎対策事業債、臨時財政対策債

簡易水道事業
　収益的収入
　収益的支出
　資本的収入
　資本的支出
下水道事業
　収益的収入
　収益的支出
　資本的収入
　資本的支出

6つの簡易水道事業の管理運営
経営活動に伴う収益
経営活動に伴う費用
他会計補助金
企業債償還金
農集排、特環公共下水道事業の管理運営
経営活動に伴う収益
経営活動に伴う費用
他会計補助金
企業債償還金

( 単位：千円 )
本年度　
695,465
674,836
78,252

前年度　
727,172
696,800
75,600

比　較　
△ 31,707
△ 21,964
2,652

　　　　　　　　　　　説　　　　　　　　明
社会保険、共済組合等の加入者以外の医療費給付事業
介護予防、介護サービス事業
75 歳以上（一定の障害等がある人は 65 歳以上）の者の医療費給付事業

○特別会計予算
特 別 会 計 名
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後期高齢者医療

比　較　
8,242
5,466

△ 2,009
△ 1,804
比　較　
16,832
12,725
24,094
7,739

本年度　
129,095
128,108
5,657
14,992

本年度　
213,114
213,114
48,394
69,338

前年度　
120,853
122,642
7,666
16,796

前年度　
196,282
200,389
24,300
61,599

歳出
4,242,000 
（単位：千円）

歳入
4,242,000
（単位：千円）

予備費
0.1

村税15.3

地方譲与税1.8

地方消費税交付金
2.2

地方交付税40.8

分担金及び
負担金
0.2

使用料及び
手数料
0.4

国庫支出金
5.2

県支出金
5.1

財産収入
1.1

繰越金
1.2

繰入金
16.0

諸収入
3.6

村債
5.0

議会費
1.6

総務費26.1

民生費
16.0

衛生費
9.8農林水産業費

8.5

商工費
5.0

土木費
6.7

消防費
4.1

教育費
9.8

公債費
12.3

○一般会計歳入
　　　  本年度  

648,511
75,500
100
1,800
2,000
8,500
95,000

1
7,000
1,001

1,732,000
950
9,297
18,658
218,951
217,729
44,737
70,002
678,051
50,000
150,512
211,700
4,242,000
1,669,768

前年度  
610,571
73,300
140
1,800
1,400
7,000
90,000

1
5,500
1,301

1,732,000
1,000
7,262
18,848
249,401
228,954
13,900
73,002
473,937
50,000
219,683
364,000
4,223,000
1,467,203

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

○一般会計歳出

◎令和７年度一般会計予算　42億４千２百万円

村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
法 人 事 業 税 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
環 境 性 能 割 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債
歳 入 合 計
歳入合計の内自主財源

( 単位：千円 )
本年度 
69,136

1,108,261
676,806

414,591

44
361,849
210,615
284,840
174,752
415,907

3
522,196

0
3,000

4,242,000

前年度   
68,079
907,203
612,292

400,429

44
364,214
238,849
364,428
179,802
551,717

3
532,940

0
3,000

4,223,000

比　較  
1,057

201,058
64,514

14,162

0
△ 2,365
△ 28,234
△ 79,588
△ 5,050

△ 135,810
0

△ 10,744
0
0

19,000

　　　　　　　　　　　説　　　　　　　　明
村議会の活動に要する経費
人事、企画、財政、情報政策、徴税、戸籍、選挙、交通安全など
障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、福祉医療、保育所など
国保・介護各会計への支出など
総合検診、予防接種、環境衛生、健康管理センター、
簡水・後期高齢各会計への支出など
労働関係各団体への負担金・補助金の支出など
農業委員会、農業土木、農業・畜産振興、林業・水産業費など
商工業振興、観光振興
道路、橋梁、河川、除雪経費、下水道会計への支出など
広域消防への負担金、消防団経費など
学校教育のほか、生涯学習やスポーツ振興など
大雨、暴風、地震などの災害による被災施設の復旧費
村債の元金・利子

予算外の支出または予算超過の支出に充てる経費

1
2
3

4

5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

     款 　 　   
議 会 費
総 務 費
民 生 費

衛 生 費

労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出
予 備 費
歳 出 合 計

款

（単位：％）

寄附金
1.7

環境性能割交付金
0.2

地方特例
交付金
0.0

○事業会計予算
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新年度人事・役員
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星
野　

秀
弘

　
　
　
　
　

三
浦　

幸
治
（
総
務
）

　
　
　
　
　

中
村　
　

学

　
　
　
　
　

星
野　

孝
行
（
教
委
）

　
　
　
　
　

戸
丸　

権
次（
再
任
用
）

　
　
　
　
　

鎗
水　

秀
虎（
林
野
庁
）

　
　
　
　
　

大
竹　
　

凜

　
　
　
　
　

鏑
木　

陽
介（
む
ら
観
）

　
　
　
　
　

永
井　

信
吾
（
総
務
）

　
　
　
　
　

青
木　

拓
也

　
　
　
　
　

高
野　

愛
実

　
　
　
　
　

萩
原　

悠
己

　
　
　
　
　

青
木　
　

厚

　

起
業
人　

山
田　

真
大

　
　
　
　
　

入
澤　

達
郎
（
教
委
）

む
ら
づ
く
り
観
光
課

　

課　

長　

星
野　

一
忠
（
総
務
）

　
　
　
　
　

川
合　

美
孔

　
　
　
　
　

狩
野　

久
良

　
　
　
　
　

三
浦
さ
く
子（
再
任
用
）

　
　
　
　
　

金
子　

友
也

　
　
　
　
　

横
坂　

直
美

　
　
　
　
　

星
野　

結
輝

　
　
　
　
　

桑
原　

詩
萌（
新
採
用
）

　
　
　
　
　

高
橋　

祐
介

　
　
　
　
　

梅
澤　

康
明
（
総
務
）

　
　
　
　
　

竹
内
祐
二
郎

議
会
事
務
局

　

局　

長　

小
林　

由
里
（
農
林
）

　
　
　
　
　

狩
野
真
里
恵

教
育
委
員
会
事
務
局

　

局　

長　

萩
原　

一
彰

　
　
　
　
　

星
野　

咲
織

　
　
　
　
　

菅
原　

慶
成

　
　
　
　
　

金
子
小
百
合（
再
任
用
）

　
　
　
　
　

狩
野　

恭
平
（
農
林
）

　
　
　
　
　

梅
澤　
　

萌

　
　
　
　
　

永
井　

利
和

　
　
　
　
　

星
野　

照
子（
出
納
室
）

　
　
　
　
　

星
野　

隼
亮

　
　
　
　
　

松
浦　
　

翔

　
　
　
　
　

佐
藤
ち
ひ
ろ

　
　
　
　
　

廣
瀬　

美
菜

　
　
　
　
　

小
暮　

大
輝

　
　
　
　
　

菊
地　

健
斗

保
健
福
祉
課

　

課　

長　

鏑
木　
　

勲

　
　
　
　
　

金
子　
　

学

　
　
　
　
　

原
澤　

博
美（
再
任
用
）

　
　
　
　
　

川
田　

貴
広（
再
任
用
）

　
　
　
　
　

恩
田　

祐
那

　
　
　
　
　

角
田　

弘
明

　
　
　
　
　

戸
丸　

健
一
（
農
林
）

　
　
　
　
　

大
嶋　

良
太（
新
採
用
）

　
　
　
　
　

荒
木　

亜
美

　
　
　
　
　

萩
原　

沙
紀

　
　
　
　
　

萩
原　

淳
貴

　
　
　
　
　

星　

優
一
郎

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

保
健
師　

住
谷　

真
里

　
　

〃　
　

髙
山　

慶
子

　
　

〃　
　

土
屋　

涼
真

　
　
　
　
　

萩
原　

洋
子

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

大
竹　

和
美

　
　
　
　
　

宮
田　

嘉
子

　

保
健
師　

本
多　

佳
史

　
　
　
　
　

大
曲　

史
恵

（
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

村　

長　
　

梅
澤　

志
洋

副
村
長　
　

金
子　

賢
司

教
育
長　
　

萩
原　

明
富

総
務
課

　

課　

長　

大
竹　

篤
保
（
議
会
）

　
　
　
　
　

髙
橋　

賀
代
（
保
健
）

　
　
　
　
　

戸
丸　

貴
雄

　
　
　
　
　

星
野　

城
二
（
教
委
）

　
　
　
　
　

藤
井　

秀
朗

　
　
　
　
　

今
泉
喜
久
司（
再
任
用
）

　
　
　
　
　

南　
　

鯉
誉

　
　
　
　
　

高
山　
　

隼（
む
ら
観
）

　
　
　
　
　

大
竹　

桃
花

　
　
　
　
　

渡
辺　

尚
行

　
　
　
　
　

笠
原　

初
菜

　
　
　
　
　

萩
原
美
千
代

　
　

〃　
　

入
澤　

紀
子

　
　

〃　
　

関
口　

一
幸

　
　

〃　
　

後
藤　

彩
美

出
納
室

　
　
　
　
　

深
見　

ま
み
（
保
健
）

　
　
　
　
　

星
野　

仁
美

住
民
課

　

課　

長　

須
藤　

錦
作

令
和
７
年
度 

片
品
村
役
場
職
員

　
役
場
及
び
関
係
機
関
の
職

員
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

氏
名
下
の
（
　 

）
内
は
前
所

属
で
す
。

　
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

会
計
管
理
者

会
計
年
度
任
用

会
計
年
度
任
用

振
興
公
社
派
遣

会
計
年
度
任
用

　
　
　
　

大
竹　

光
一

委　

員　

星
野　

幸
一

委　

員　

永
井　

清
香

委　

員　

横
坂
エ
ツ
子

◎
区
長

　

第
１
区
長　

千
明　

太
彦

　

第
２
区
長　

桑
原　
　

敏

　

第
３
区
長　

横
坂　

喜
一

　

第
４
区
長　

星
野　

忠
人

　

第
５
区
長　

金
井　

要
久

　

第
６
区
長　

梅
澤　

康
明

　

第
７
区
長　

萩
原　
　

誠

　

第
８
区
長　

小
林　
　

清

◎
区
長
代
理

　

第
１
区
長
代
理　

星
野　

茂
雄

　

第
２
区
長
代
理　

星
野　

初
雄

　

第
３
区
長
代
理　

八
須
賀
一
幸

　

第
４
区
長
代
理　

須
藤　

金
夫

　

第
５
区
長
代
理　

笠
原　

育
夫

　

第
６
区
長
代
理　

大
橋　

常
幸

　

第
７
区
長
代
理　

萩
原　

康
寿

　

第
８
区
長
代
理　

渡
辺　
　

元

令
和
７
年
度
役
員
名
簿
　

会
計
年
度
任
用

会
計
年
度
任
用

利
根
沼
田
広
域
圏
派
遣

地
方
創
生
推
進
室

会
計
年
度
任
用

会
計
年
度
任
用

会
計
年
度
任
用

森
林
管
理
署
派
遣　

会
計
年
度
任
用

会
計
年
度
任
用

令
和
７
年
度
片
品
村
教
育
委
員

教
育
長
職
務
代
理
者　

社
教
主
事

社
協
派
遣

会
計
年
度
任
用

会
計
年
度
任
用

◎
組
　
長

　

須
賀
川　
　

星
野　
　

透

　

御
座
入　
　

新
井　
　

勝

　

菅　

沼　
　

橋
本　

直
樹

　

築　

地　
　

小
林　

敏
勝

　

下　

平　
　

星
野　

和
之

　

摺　

渕　
　

星
野　

初
雄

　

幡　

谷　
　

桑
原　
　

敏

　

鍛
治
屋　
　

佐
藤　

一
正

　

栃
久
保　
　

戸
丸　

貴
雄

　

登　

戸　
　

八
須
賀
一
幸

　

山　

崎　
　

横
坂　

治
良

　

栗　

生　
　

戸
丸　

一
夫

　

針　

山　
　

横
坂　

新
一

　

下
小
川　
　

須
藤　

忠
晴

　

中　

井　
　

吉
野　
　

勝

　

穴　

沢　
　

星
野　

富
男

　

上
小
川　
　

星
野　

孝
雄

　

太　

田　
　

星
野　

誠
志

　

細
工
屋　
　

入
澤　

良
夫

　

阿　

村　
　

入
澤　

良
多

　

上　

而　
　

笠
原　

昌
也

　

中　

里　
　

笠
原　

潤
也

　

新　

井　
　

永
井　

三
郎

　

古　

仲　
　

星
野　

信
宏

　

伊
閑
町　
　

萩
原　

光
晴

　

閑　

野　
　

吉
野　

幸
芳

　

戸　

倉　
　

萩
原　

匡
博

　

鎌
田
１　
　

星
野　

文
隆

　

鎌
田
２　
　

巻
田　

光
男

　

鎌
田
３　
　

小
林　

梅
雄

　

鎌
田
４　
　

井
上　

武
夫

　

鎌
田
５　
　

千
明　

邦
昭

◎
消
防
団
役
員

　

団　

長　
　

田
邊　

明
宏

　

副
団
長　
　

須
藤　

忠
晴

　

副
団
長　
　

林　
　

雅
俊

　

ラ
ッ
パ
長　

横
坂　

彰
彦

　

１
分
団
長　

星
野　

富
広

　

２
分
団
長　

西
本　

康
人

　

３
分
団
長　

戸
丸　
　

清

　

４
分
団
長　

星
野　

重
雄

　

５
分
団
長　

池
田　

岳
広

　

６
分
団
長　

吉
野　

孝
志

　

７
分
団
長　

萩
原　

智
幸

　

８
分
団
長　

星
野　

武
志

◎
交
通
指
導
員

　

隊　

長　
　

笠
原　

晶
成（

５
区
）

　

副
隊
長　
　

吉
野　

正
和（

６
区
）

　

１
区　
　
　

藤
永　

勝
彦

　
　

〃　
　
　

千
明　

一
也

　

２
区　
　
　

飯
塚　

大
次

３
区　
　
　

戸
丸　

孝
敏

　

〃　
　
　

星
野　

芳
和

４
区　
　
　

宮
田　

欽
章

　

〃　
　
　

鈴
木　

雅
也

５
区　
　
　

村
田　
　

誉

６
区　
　
　

星
野　

裕
亮

７
区　
　
　

萩
原　

裕
基

８
区　
　
　

吉
野　
　

学

　

〃　
　
　

五
十
嵐
寛
明
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3 月議会開催

広 報 か た し な

３

月

議

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

　

３
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
９

日
間
、
３
月
定
例
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
令

和
６
年
度
補
正
予
算
、
令
和
７
年

度
当
初
予
算
な
ど
の
重
要
な
案
件

が
審
議
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
の
制
定

・
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

◎
条
例
の
一
部
改
正

・
片
品
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
片
品
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
片
品
村
奨
学
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
片
品
村
学
校
体
育
施
設
使
用
料

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

授
賞
の
様
子

・
片
品
村
社
会
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
片
品
村
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
片
品
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
片
品
村
運
動
施
設
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◎
村
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

・
花
咲
牛
の
平
土
地
改
良
区
域
内

の
路
線
廃
止
及
び
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
同
意

・
片
品
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

菅　

沼　

大
竹 　

光
一 

氏

◎
諮
問

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

幡　

谷　

千
明 

ふ
さ
子 

氏

◎
令
和
６
年
度
補
正
予
算

　

令
和
６
年
度
の
各
会
計
補
正
予

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
一
般
会
計

（
第
６
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
７
，
２
３
４
万
３

千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
が

４
８
億
５
１
０
万
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は

地
方
交
付
税
及
び
諸
収
入
が
増
額

さ
れ
、
国
庫
支
出
金
及
び
基
金
繰

入
金
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
及
び
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
向
け
た
基
金
積
立

金
の
計
上
、
片
品
村
生
活
支
援
対

策
事
業
に
お
け
る
低
所
得
世
帯
等

給
付
金
関
係
の
減
額
、
県
営
牛
の

平
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
の
減

額
、
各
種
事
業
の
完
了
に
伴
う
減

額
補
正
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
規
模
農
村
整
備
事
業

白
井
沢
地
区
水
路
整
備
工
事
な
ど

計
９
つ
の
事
業
費
が
、
翌
年
度
へ

明
許
繰
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
５
，
９
４
９
万

１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

が
６
億
７
，
６
１
７
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
税
及
び
県
支

出
金
が
減
額
さ
れ
さ
れ
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

保
険
給
付
費
及
び
保
健
事
業
費
が

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計（

第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
４
，
６
７
９
万

７
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

が
、
６
億
６
，
７
４
１
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
国
庫
支
出
金
が
増
額
さ
れ
、

支
払
基
金
交
付
金
及
び
繰
入
金
が

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
保
険
給
付
費
が
減
額
さ
れ
、

基
金
積
立
金
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
２
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
２
５
万
８
千
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
が
、
７
，

９
９
４
万
９
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

◎
令
和
７
年
度
予
算

一
般
会
計
、
３
特
別
会
計
及
び
２

事
業
会
計
の
当
初
予
算
が
原
案
ど

お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く

は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

寄　

贈

一
、
版
画
（
雪
の
沢
）

　

尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
の
小
暮
真

望
氏
か
ら
、
尾
瀬
の
硫
黄
沢
の
新

作
品｢

雪
の
沢｣

の
版
画
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
暮
氏
が
尾
瀬
ア
ウ
ト
ド
ア
ツ

ア
ー
（
キ
ャ
ッ
ト
ツ
ア
ー
）
に
参

加
し
た
際
に
、
硫
黄
沢
を
取
材
し

作
品
に
し
た
も
の
で
す
。

　

お
心
づ
く
し
に
感
謝
申
し
上

げ
、
役
場
庁
舎
内
に
飾
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

来
庁
さ
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。（

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

利
根
沼
田
と
吾
妻
地
域
に
よ
る

一
般
廃
棄
物
処
理
の
包
括
協
定

の
締
結
に
つ
い
て

　

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
・
し
尿
）

の
処
理
施
設
が
事
故
や
故
障
で
停

止
し
た
場
合
や
、
災
害
で
ご
み
が

増
加
し
た
場
合
な
ど
に
備
え
利
根

沼
田
地
域
（
５
市
町
村
）
と
吾
妻

地
域
（
６
町
村
）
が
一
般
廃
棄
物

の
処
理
を
互
い
に
支
援
す
る
協
定

を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

万
が
一
不
足
の
事
態
が
生
じ
た
場

合
に
受
入
先
の
敏
速
な
確
保
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

安
全
で
安
心
な
生
活
の
維
持
が
図

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(

農
林
建
設
課)

Ｅ
ｎ
Ｊ
ｏ
ｙ　

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

〈
か
た
し
な
っ
こ
通
信
〉

高
校
生
と
交
流
し
ま
し
た
！

　

２
月
14
日
（
金
）
か
ら
、
27
日

（
木
）
ま
で
「
よ
う
こ
そ
先
輩
！
」

（
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ュ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
）
で
、
本
校
出
身

の
尾
瀬
高
校
３
年
熊
谷
優
菜
さ
ん

が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

教
職
を
志
望
し
て
い
る
熊
谷
さ

ん
は
、
初
日
か
ら
積
極
的
に
子
ど

も
た
ち
に
関
わ
り
、
す
べ
て
の
学

年
の
学
習
支
援
や
ミ
シ
ン
の
実
習

の
補
助
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
挨
拶
を
し
た
熊
谷
さ

ん
に
、「
明
日
も
来
て
ほ
し
い
。」

と
声
を
か
け
る
児
童
も
い
て
、
小

学
生
に
と
っ
て
も
、
高
校
生
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
自
分
の
将
来
像

や
今
後
の
学
校
生
活
へ
の
夢
や
希

望
を
も
つ
一
助
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

（
片
品
小
学
校
）

ク
リ
ッ
プ
モ
ー
タ
ー
を

作
り
ま
し
た
！

　

２
月
27
日
、
群
馬
工
業
高
等
専

門
学
校
の
大
墳
教
授
が
来
校
し
、

２
年
生
の
ク
ラ
ス
で
理
科
の
出
前

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ク
リ
ッ
プ

モ
ー
タ
ー
を
作
ろ
う
」
で
、
乾
電

池
と
エ
ナ
メ
ル
線
を
使
っ
て
電
動

モ
ー
タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
２
年
生
の
理
科
の
、
電
磁
誘
導

の
原
理
を
応
用
し
た
も
の
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
「
技
術
の
授
業
み

た
い
」
と
言
い
な
が
ら
も
丁
寧
に

加
工
し
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
無

事
に
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
楽
し
み
な
が
ら
科
学
を
学

べ
る
、よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
片
品
中
学
校
）

日
本
消
防
協
会
永
年
勤
続
功
労

章
受
賞　

今
井
一
文
消
防
団
長

　

今
井
一
文
消
防
団
長
は
、
永
年

に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域

の
防
火
思
想
普
及
に
努
め
て
お

り
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
片
品
村

消
防
団
長
と
し
て
、
片
品
村
地
域

の
防
災
力
向
上
に
尽
力
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ｢

日
本
消
防
協
会
永

年
勤
続
功
労
章｣

を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

（
総
務
課
）

実習の様子

小
暮
真
望
氏
（
右
）

包括協定締結式の様子

授業の様子

ニュース
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竿
頭
綬
授
与
（
消
防
庁
長
官
）

　

片
品
村
消
防
団
・
利
根
沼
田
広

域
消
防
本
部
は
合
同
訓
練
と
し
て

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
（
全
国
ポ
ン
プ

操
法
大
会 

第
９
位
）
や
ド
ロ
ー

ン
隊
合
同
訓
練
、
遠
隔
地
に
送
水

を
行
う
中
継
送
水
訓
練
な
ど
、

様
々
な
連
携
し
た
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
消
防
庁
長
官
か
ら
「
竿

頭
綬
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
井
消
防
団
長
は
「
片
品
村
消

防
団
・
利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

と
の
連
携
が
評
価
さ
れ
大
変
喜
ば

し
く
思
う
。

　

今
後
も
地
域
防
災
力
向
上
の
た

め
さ
ら
な
る
連
携
を
深
め
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

第
６
分
団
へ
の
配
備

第６次尾瀬ブランド品　２６品目を認定

浦野消防長（左）今井消防団長（右）

消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰

（
消
防
庁
長
官
表
彰
）
受
賞

今
井
消
防
団
長

日
本
消
防
協
会
会
長

消
防
庁
長
官
（
中
央
）

　

片
品
村
消
防
団
は
団
員
確
保
対

策
と
し
て
機
能
別
消
防
団
員
制
度

の
導
入
運
用
、
消
防
団
Ｐ
Ｒ
活
動

と
し
て
園
児
、
児
童
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、
先
進
的
取
り
組
み

と
し
て
無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）

を
活
用
し
た
官
民
合
同
訓
練
や
中

継
ポ
ン
プ
を
介
し
遠
隔
地
に
送
水

を
行
う
中
継
送
水
訓
練
な
ど
、

様
々
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
消
防

庁
長
官
か
ら
「
消
防
団
等
地
域
活

動
表
彰
」
を
昨
年
に
続
き
受
賞
し

ま
し
た
。

　

今
井
消
防
団
長
は
「
片
品
村
消

防
団
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
大

変
喜
ば
し
く
思
う
。
現
在
団
員
確

保
対
策
推
進
と
地
域
防
災
力
向
上

を
目
指
し
て
お
り
、
目
標
達
成
に

向
け
て
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
・
消
防
可

搬
ポ
ン
プ
の
更
新

　

片
品
村
で
は
、
様
々
な
災
害
に

対
応
す
る
た
め
軽
ト
ラ
ッ
ク
型
消

防
ポ
ン
プ
積
載
車
を
（
有
）
尾
瀬

商
会
並
び
に
村
内
業
者
の
協
力
を

経
て
製
作
い
た
し
ま
し
た
。

　

専
門
の
艤
装
業
者
を
介
さ
ず
製

作
し
た
消
防
車
両
は
片
品
村
で
は

２
例
目
、
県
内
で
は
類
を
見
な
い

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
消
防
車
両
は
片
品
村
か
ら

片
品
村
消
防
団
第
１
分
団
へ
配
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
６
分
団
で
は
消
防
可

搬
ポ
ン
プ
の
更
新
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
井
消
防
団
長
は
、｢

有
事
の
際

に
は
、
こ
れ
ら
配
備
さ
れ
て
い
る

車
両
、
ポ
ン
プ
、
資
機
材
等
を
有

効
に
活
用
し
、
被
害
を
最
小
限
に

今井消防団長（中央）
田邊消防副団長（右）
須藤消防副団長（左）

抑
え
た
い｣

と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

（
総
務
課
）

第
１
分
団
へ
の
配
備

消防庁長官表彰

竿頭綬

　 村の資源や産物を活かした尾瀬の郷片品村の優れた商品などを広くＰＲするため、
尾瀬ブランド委員会において以下の２６品目が第６次尾瀬ブランド品として認定され
ました。
　今回の認定品の内訳としては継続商品が１４品目、新規商品については１２品目が
認定となり、また事業者については新たに５事業者が加わりました。

〇第６次尾瀬ブランド認定期間　：　令和７年４月１日　～　令和１０年３月３１日

※期間内でも尾瀬ブランドの “ 追 加 ” の申請を随時受け付けていますので、　
希望される方や興味がある方は下記の事務局までご連絡をお願いします。 尾瀬ブランドマーク

商品名
みゆき寿しの尾瀬びる漬け
尾瀬花遊び最中
まいたけキーマカレー
トマトバターチキンカレー
ロースハム
生ベーコン
ラックスハム（生ハム）
尾瀬びる入りソーセージ
片品産えごまドレッシング
えごまの葉味噌
菊芋のたまり
片品産はらぺーにょ味噌
尾瀬のとまととえごまのドレッシング
ざるどうふ（プレーン、枝豆、ゆず、とうもろこし）
まいたけベリーマッチ（和風・トマト）
トマトジュース
こんにゃく１番
片品のぶるーべりージャム
花豆プリン
無添加発酵キムチ
なまみつ
ホーリーバジルティー

商品名
ダケカンバ石鹸
尾瀬歩荷手拭い
尾瀬文字柄手拭い
Hoyuruhi フェイスオイル

事業者名
みゆき寿し
ありす館
片品村振興公社（株）
片品村振興公社（株）
（株）シェモワ
（株）シェモワ
（株）シェモワ
（株）シェモワ
（株）尾瀬食品
（株）尾瀬食品
（株）尾瀬食品
（株）尾瀬食品
（株）尾瀬食品
尾瀬　万里姫どうふ
尾瀬きのこセンター
須藤農園
和広食品
かたしな芸農舎
菓子工房はるおじ
無添加発酵キムチ雅
エイトビイト
エイトビイト

事業者名
日本製紙総合開発（株）丸沼高原事業部
エイトビイト
エイトビイト
エイトビイト

（２）工芸民芸品部門

（１）加工食品部門

▼問い合わせ先：むらづくり観光課（尾瀬ブランド委員会事務局）　☎（５８）２１１２

第６次尾瀬ブランド品　認定商品一覧

ニュース
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　３月１０日（月）～３月１４日（金）の５日間、第４９回全日本マスターズスキー選手権尾瀬かたしな大会が
開催されました。
　アルペン競技を３月１１日（火）から４日間四季の森ホワイトワールド尾瀬岩鞍で、クロスカントリー競技を
３月１２日（水）から２日間武尊牧場特設コースで行い５７９名の選手たちが熱戦を繰り広げました。
　アルペン競技では、オリンピアンの湯淺直樹さんと元ナショナルデモンストレーターの岡田利修さんが前走を
務め大会を盛り上げてくださいました。
　クロスカントリー競技では今年９０歳になる女性選手が３キロクラシカル・フリー２日間とも完走しました。
　アルペン４日間、クロスカントリー２日間大会役員並びに競技役員の皆様のご協力により無事終了でき大変あ
りがとうございました。また、来年第５０回大会を予定しています。皆様のご協力をお願いいたします。

３月１０日（月）　アルペン競技公式練習・開会式

３月１２日（水）　アルペン競技ＧＳ第一戦（Ｂ）・クロカン第一戦（クラシカル）

３月１３日（木）　アルペン競技ＧＳ第二戦（Ｃ）（Ａ）・クロカン第二戦（フリー）

３月１４日（金）　アルペン競技ＧＳ第二戦（Ｂ） ３月１１日（火）　アルペン競技ＧＳ第一戦（Ｃ）（Ａ）・クロカンコース開放

アルペン会場 練習風景 練習風景

開会式会場 文化センターでの開会式 激励を受ける選手達

滑走する選手 鋭いターン 優勝おめでとうございます！

クロカン会場 練習風景 練習風景

ゴール後の選手 応援する観客の皆さん おめでとうございます！

スタート前の選手達 競い合う選手 おめでとうございます！

滑走する選手 優勝おめでとうございます！ 湯淺直樹さんとＣクラス集合写真

アルペン・クロカン二刀流選手 最高齢選手の表彰 選手みんなで集合写真

岡田利修さんによる前走 緊張の瞬間 スタートを待つ選手

スタートからの景色 表彰に喜ぶ選手達 最高齢選手の表彰

ニュース
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 
俳 
句 
会 

作 

家 

協 

会

令
和
七
年
三
月
俳
句
会

春
の
泥
ぬ
ぐ
ひ
て
軽
き
赤
い
靴

灰
の
中
わ
づ
か
な
熾
火
春
暖
炉

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙

冬
空
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
幸
願
い
け
り

小
春
に
猫
の
寝
言
を
聞
き
に
け
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

佐
藤　

文
子

山
茶
花
や
通
行
止
め
の
ハ
イ
ウ
エ
ー

桐
箱
の
萩
焼
き
茶
碗
春
の
色

　
　
　
　
　

菅　

沼　

戸
丸
と
し
子

大
雪
や
も
う
沢
山
と
空
仰
ぐ

晴
れ
の
日
の
落
ち
そ
で
落
ち
ぬ

屋
根
の
雪
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Two years ago, my parents came to Japan. They are planning to 
come again this year which I am very much looking forward to. 
Last time we visited many places near and far from Katashina. At 
Marunuma Kogen we used the ropeway to go up and we also 
visited Fukiware no Taki Falls. They could enjoy beautiful views 
they can’ t get at home since there are no mountains or 
waterfalls where they live. We also went to some historical places 
like the  castle ruins in Numata Park and further afield we visited 
Toshogu shrine in Nikko. It’ s very big and the architecture is 
fantastic. They found these places fascinating because they like 
history. They could also enjoy the hot springs in Nikko as well as 
in Katashina. Like mountains and waterfalls there aren’ t many 
hot springs in the U.K., so it was a great experience for them. It 
was a great trip last time, and they are looking forward to coming 
again and having some new experiences this time. In particular 
they would like to visit historical places and places of natural 
beauty. If you have any recommendations for their trip, please let 
me know. I’ d like them to see more of the local area around 
Katashina as well as places further away.

ALT Michael Spibey 通信

　２年前、私の両親が来日しました。今年も日本に来る計画を立てており、とても楽しみにしています。
　前回は片品村の近くから遠くまで、多くの場所を訪れました。丸沼高原ではロープウェイを使って登り、吹割
の滝にも行きました。両親の地元には山も滝もないので、普段は見ることのできない美しい景色を堪能していま
した。
　沼田公園内の城跡や、さらに遠くの日光東照宮など、歴史的な場所も訪れました。東照宮はとても大きく、建
築も素晴らしいです。両親は歴史が好きなので、これらの場所に魅力を感じていました。
　また両親は片品村でも日光でも温泉を楽しむことができました。山や滝と同じく、イギリスには温泉があまり
ないので、両親にとって素晴らしい経験になったと思います。
　前回が素晴らしい旅行となったので、両親はまた日本で新しい経験をすることを楽しみにしています。特に歴
史的な場所や美しい自然に行きたいと考えているそうです。もしみなさんがオススメする場所があれば、私に教
えてください。片品村の周辺はもちろん、もっと遠くの場所も知ってほしいと思います。

教育・生涯学習
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2 年前、両親が来日

2025.4片品村振興公社だより No.75
ニュース　 NEWS
シクラメンライブ【道の駅】

うどん揚げちゃいました！【道の駅】
　かたしな食堂の『尾瀬名水うどん』が揚げス
ナックとして登場！お味は七味唐辛子、シュ
ガー、ペッパーコンソメ、スパイシーカレー、の
り塩、キャラメル (冬季限定 )と豊富に取り揃え
ており、人気商品です。一度食べるとクセになる
美味しさですので、ぜひご賞味ください。

　３月２日 ( 日 ) に道の駅にてかたしなミュー
ジックアンバサダーの音楽グループ「シクラメ
ン」のみなさんによるグッズ販売、ＦＭぐんま
ラジオ番組の公開収録、ミニＬＩＶＥが開催さ
れ、片品村の応援ソング「かたしないろ」をは
じめ心から感動する曲を披露していただき大変
盛り上がりました。県外からもたくさんの方に
お集まりいただきありがとうございました。

村民キッチン営業カレンダー【道の駅】

お知らせ　Notification

４月　１日 (火 ) ～　　　３日 (木 )

４月　５日 (土 ) ～　　１０日 (木 )

４月１２日 (土 ) ～　　１７日 (木 )

４月１９日 (土 ) ～　　２４日 (木 )

４月２６日 (土 ) ～　５月１日 (木 )

お休み

よしのんち

よしのんち

旅館みゆきのごはんや

旅館みゆきのごはんや

※４月１日（火）～３日（木）、２５日（金）
　は村民キッチンのみ休業でその他は営業
※毎週金曜日は道の駅の定休日。
　２５日（金）は村民キッチン以外営業
※営業カレンダーは変更・追加になる
　場合があります。

ＧＷ期間中の営業ご案内【花の駅・ほっこりの湯・道の駅】
　　ゴールデンウィーク中の５月１日 ( 木 ) ～５月６日 ( 火 ) は各施設とも休まず営業いたします。どうぞご利用
ください。
　なお、花咲の湯では５月３日 (土 ) 、５月４日 (日 )、５月５日 (月 ) に限り午後９時まで営業いたします。

花の駅・片品
「花咲の湯」
☎（20）7111

寄居山温泉
ほっこりの湯

道の駅
尾瀬かたしな

☎（58）4568 ☎（25）4644 ☎(58) 3757

OZE-HOSHISORA
GLAMPING&CAMP RESORT

おどれ鯉のぼり 花の里【花の駅】
　今年度も４月下旬～５月上旬まで鯉のぼりを
設置いたしますので、優雅に泳ぐ鯉のぼりをご
覧ください。また、ご家庭で眠っている鯉のぼり
がありましたら、期間に限らずいつでもお持ち
ください。皆様のご協力をお願いいたします。

OZE HOSHISORA Glamping & Camp Resort 2025【おぜほしそら】
　今シーズンのキャンプの営業は５月２４日 (土 ) から、グランピングは６月７日 (土）からの予定となっており
ます。多くのお客様をお迎えできるよう現在準備しておりますので、村民、関係者の皆さまのご協力をよろしくお
願いいたします。
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☆生涯学習・社会体育関係
・片品村村長杯グラウンドゴルフ大会
・片品村体協長杯グラウンドゴルフ大会

・片品村議長杯グラウンドゴルフ大会
・片品村地域交流ソフトボール大会
・人権教育総合推進会議
・片品村小中学校 PTA連絡協議会総会

☆学校関係
◇片小 
・歯科検診　
・元気アップウィーク
・避難訓練（引き渡し）
・内科検診（低学年）
・内科検診（高学年） 
・教育相談
・指導主事訪問
　教育相談では、お子さんの様子などについて情
報交換をして、よりよい教育活動に結びつけたい
と思います。
よろしくお願いいたします。

◇片中
・教育相談日
・小中合同引き渡し訓練
・修学旅行
・１・２年校外学習
・校内マラソン記録会
・PTA除草作業
・郡市陸上大会
　今年度より家庭訪問に変わって教育相談を実
施いたします。お子さんのことで心配なこと等が
ありましたら、遠慮なくお聞かせください。

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー ５月

月 火 水 木 金 土日

　「ツミデミック」はパンデミック、感染症の世界的な
流行の中で起こり得る犯罪をテーマに描いたミステ
リー短編小説集。渦中の人間の有様を描き取った心震
える全６話。　

一穂　ミチ
光文社

ツミデミック
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

※予定が変更される場合もありますので、
　あらかじめご了承ください。

「尾瀬高校だより」

　本校では長年にわたって国際交流活動に取り組んでおりま
すが、今年３月には生徒７名が台湾を訪れました。この活動
を通して、自らのエージェンシーを高めると共に、台湾の高
校生との交流を通じて文化や環境について学び、尾瀬観光大
使としての役割も担い、地域観光の発展に貢献しました。現
地では、大都市である台北市内に残された「象山」の環境保
護活動に力を注いでいる永春高級中学（日本の高校に相当）
を訪れました。永春の生徒とともに学校近くにある湿地公園
で自然観察を行ったり、本校生徒が尾瀬で行っている調査研
究活動の成果を報告したりしました。
　今回の活動に参加した自然環境科１年の山田陸さん（県外
出身で現在はハートフル生として片品村内に在住）は、「実際
に現地へ行くことで、ネットでは得られない情報を得たり、
そこでしかできない体験をしたりすることができました。現
地の高校生と交流するとき、とても緊張したのですが、台湾
の高校生はとてもフレンドリーに接してくれたのが印象的で
す。他にも、事前に自分たちで市内見学を計画したものの、
情報収集が甘く、訪問した施設が閉館していたり、朝に市街

※午後２時００分～５時３０分開室
※休館日　　土曜、日曜、祝日
※予定は変更される場合が有りますので
　あらかじめご了承ください。

 ～台湾訪問、現地の高校生との交流～
上旬

22日（木）
下旬

25日（日）
15日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　15日（木）

1日（木）
7日（水）～ 12日（月）

12日（月）
16日（金）
21日（水）

22日（木）～ 6月 4日（水）
29日（木）

1日（木）～ 8 日（木）
12日（月）

22日（木） ～ 24日（土）
23日（金）
29日（木）
29日（木）
31日（土）

　農作物等を有害鳥獣被害を防止するため、動物駆逐用花火（轟音玉等）を使用して追い払いを行う場合は、年１
回の講習会を受講し、煙火消費保安手帳の所持が必要となります。
　下記のとおり講習会を実施しますので、参加を希望する方は役場農林建設課へ期日までに申し込みをお願いい
たします。なお、昨年度に講習会を受講している方は個別に通知が届きますので、申し込みをお願いいたします。

　煙火消費保安手帳を所有し、轟音玉もしくは三連発花火を使用して自らの農地を守る方々に対し、轟音玉及び
三連発花火をお渡しいたします。
　被害防止のため、必要な方は煙火消費保安手帳を持参の上、役場農林建設課までお越しください。なお、１日に
お渡しできる数に限りがありますのでご注意ください。

問い合わせ先：農林建設課　☎（５８）２１１３

動物駆逐用煙火（轟音玉・駆逐用花火）講習会について

動物駆逐用煙火（轟音玉・三連発花火）の譲り受けについて

○日　　程　　６月７日（土）　午前１０時３０分
○会　　場　　片品村役場　２階第１会議室　　　
○定　　員　　５０名程度
○申込期間　　５月１６日（金）までに役場農林建設課へ申し込みください。
○申込手続き

●農作物被害を防止するためには、農業者の皆さんの協力が必要です！
（次の点に注意し、サル等を呼び寄せない集落をつくるよう心がけましょう。）
　・餌付けをしない
　・サル等の餌になるようなもの（生ゴミ・農作物）を畑の近くに捨てておかない。
　・いらない果実（柿など）を放置しない。
　・豆類の取り残しに注意する。

○譲り受け上限
・轟音玉　　３ヶ ・ 三連発花火　　６本（専用ホルダー等は各自にて用意してください）
※追い払いするためのロケット花火はお渡ししておりません。

犬の登録と狂犬病予防注射の実施について

　狂犬病予防法に基づき令和７年度の犬の登録と狂犬病予防注射を実施します。犬を飼育されている方は毎年
１回予防注射を受けさせてください。当日は必ず案内ハガキ、愛犬パスポート、手数料を持参してください。
　なお、案内ハガキ、実施場所等詳細については後日組長便にて配布、回覧させていただきますのでご確認く
ださい。また、愛犬が亡くなっている場合は届け出が必要です。農林建設課へご連絡ください。

▼実　施　日　：５月９日（金）
▼手　数　料　：登録済み　３，５００円・新規登録　６，７００円
▼問い合わせ先：農林建設課　☎（５８）２１１４

　有害鳥獣から大切な農作物を守るため、村内に住民登録かつ農地を有し、獣害対策を実施
する意欲のある農業者が電気柵等を購入して設置する場合、予算の範囲内で補助金を交付
します。
○申請手続き
　補助金の交付希望の方は、電気柵等購入前に見積書、設置予定位置図を持参のうえ、申請
手続きをお願いします。
○補助額
　補助対象経費の２分の１以内（千円未満切り捨て）とし、限度額は５万円です。
▼申し込み・問い合わせ先
　農林建設課　☎（５８）２１１３

令和７年度鳥獣害対策用電気柵等購入補助について

●新規（２０歳以上）
　・申込書（役場窓口にあります）に必要事項を記入・受講料　５，０００円
　・証明写真１枚（横２．５ｃｍ・縦３．０ｃｍ　裏に氏名、背景のないもの）
●継続受講者
　・煙火消費保安手帳（確認後、返却）
　・申込書（同封の申込書）に必要事項を記入・受講料　２，０００円

を散策したときに屋台を営む
女性と片言で交流したりする
など、多くの経験をしました。
台湾はとても過ごしやすく、
初めて海外へ行くにも良い場
所だなと思いました。」と話し
ています。
　令和７年度も多くの国・地
域の方々と交流する機会を予
定しております。今後も国際
交流活動に積極的に取り組ん
でいきたいと思います。 台湾へ訪問した生徒一同

おぜっこ食堂のお知らせ

▼開催日：４月２６日（土）
　どなたでも、お気軽にお出かけください。
　ボランティアスタッフも募集しております。
▼場　所：尾瀬じどうかん
▼時　間：正午～午後２時まで
▼参加費：小３～高校まで１００円
　　　　　大人２００円
　　　　　小２まで無料です。
▼問い合わせ先
　  ほしの　０８０（３４１８）８９５４

教育委員会５月の諸行事
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令和７年度　森林環境税を活用する林業に関する補助金制度の紹介

　村内において台風等の自然災害による倒木等により、住宅や公共物に
直接的な被害を及ぼすおそれのある危険木に対し、村民の命と財産を守
り安心安全な生活環境を保全するために緊急を要する枝打ち及び伐採等
の整備について、予算の範囲内において補助金を交付するものです。

●危険木緊急伐採等整備事業補助金（森林整備）

●高性能林業機械導入支援補助金（人材育成）
　林業の低コスト化、省力化及び高度化に取り組む林業事業体が人材育
成に必要な高性能林業機械等を導入することにより、村内の林業の活性
化を図り、もって適切な森林の管理と木材の安定供給体制の確立に資す
るため、予算の範囲内において補助金を交付するものです。

●林業労働安全性向上対策事業補助金（人材育成）
　林業従事者の労働災害防止と担い手確保を図るため、林業従事者の安全装備品、蜂対策
用品、熱中症対策用品及び防寒対策用品の購入に必要な費用に対し、予算の範囲内におい
て補助金を交付するものです。
▼交付対象
　村内に住所を有し、村税等を滞納していない者で、今後も引き続き村内に居住する意思
のある者のうち、森林整備施業に必要な技術研修等を受けた者若しくは受けようとしてい
る者。
▼補助金額
　補助対象林業従事者の安全装備品等の購入に係る経費であり、林業従事者１人につき、
安全装備品等購入費合計額の２／３以内で、上限４万円となります。安全装備品等の種類
や詳細は、問い合わせください。　※チェーンソーは安全装備品等ではありませんので補
助対象外ですが、そのカバーは安全装備品ですので補助対象です。
▼申請に必要な書類
　申請書に加え、下記の書類を添付して提出してください。
（１）森林整備施業に必要な研修等を受講したことが分かる書類※１
（２）森林整備施業に必要な研修等を受講する予定が分かる書類※１
（３）見積書又はカタログの写し
　※１：林業に従事している者の証明として（１）を、林業に従事している者の証明はないが、
森林整備施業に必要な技術研修等を受けようとしている者は（２）を添付すること。

▼交付対象
　地域森林計画の対象森林、または対象森林から連続する森林で村長が
認めた０．１ ha 以下の事業地　※ご検討されている森林が地域森林計
画の対象森林かどうかは群馬県が作成した森林計画図「マッピングぐん
ま（群馬県ホームページ）」で確認することができます。

▼交付対象
　村内に在住している者又は事業所若しくは営業所を有し、村内森林整
備を行う林業者（村税等を滞納していない者に限る。）

　片品村の林業に従事する村民の資質向上を促進し、林業所得の向上や人材育
成に資するため、資格等取得経費又は技術習得研修経費に対し、予算の範囲内
で補助金を交付するものです。

●林業人材育成事業費補助金（人材育成）

技術習得研修支援：受講料や研修に係る交通費や宿泊費など
補助対象経費の１／２以内（上限５万円）

●木質バイオマスストーブ等設置補助金（木材利用）
　森林の循環利用の推進及び地球温暖化の防止に向けて、持続可能な資源である木材
の利用拡大を促進するとともに、木質バイオマスを燃料とする機器の普及及び啓発を
図るため、当該機器を設置する者に対し予算の範囲内でその経費の一部を補助するも
のです。
▼交付対象
　個人住宅に設置する場合においては、村内に住所を有する世帯であり、 村税等を滞
納していない者とすること。事業所及び自治会その他村長が適当と認める団体が設置
する場合においては、事業所の所在地及び団体等の活動拠点が片品村にあること。た
だし、補助対象者について年１台限りとなります。また、設置場所が村内であり、村
を通じて見学等の要望があった場合に応じることが条件となります。
▼補助金額
　個人住宅又は事業所：対象経費の１／２以内（上限１５万円）
自治会等が設置・管理する集会施設等：対象経費の１／２以内（上限２０万円）
▼申請に必要な書類
　申請書と、「設置経費の見積書」・「カタログ」・「設置場所の写真」を提出すること。

森林の循環利用の取り組み
　森林には、「雨水を蓄え災害
を防ぎながら、きれいな水を
生み出す」、「二酸化炭素を吸
収して酸素をつくり、地球温
暖化防止に貢献している」、「暮
らしに必要な木材を育てる」、
「心や体をリラックスさせてく
れる」など様々な働きがあり
ます。
　人が作った森林（人工林）は、
適切に管理しなければなりま
せん。元気な森林をつくり守
り続けるには、図のような「森
林の循環」が大切です。
　片品村では、長い年月をか
けて森林の循環が成り立つよ
うに、各種取り組みを行って
いきます。

▼交付対象
　村内に住所を有し、今後も引き続き村内に居住する意思のある林業者（村税
等を滞納していない者に限る。）とする。
▼補助金額
資格等取得支援：受験料や資格登録料など
補助対象経費の１／２以内（上限２万円）

▼問い合わせ先　農林建設課　林業係　☎（５８）２１１３

▼補助金額　１事業地につき２０万円（上限）
▼申請に必要な書類
　申請書と、「危険木を所有する者の承諾書」・「見積書の写し」・「現況の写真」・「伐採及び伐採後の造林の届出書」
を事業実施の３０日前までに提出すること。　※森林法の一部改正に伴い、令和５年４月から、地域森林計画の
対象森林を伐採するために必要な手続きである「伐採及び伐採後の造林の届出書」に添付する書類が変更となり
ました。詳細については、令和５年４月号広報Ｐ１５にて記載していますのでご確認ください。

▼補助金額
　高性能林業機械等のそれぞれのレンタル料に補償費等を加えた額をレンタル日数で除した値に、その機械の稼
働日数を乗じて得た額の２分の１と、そのレンタルの運賃総額の２分の１を合計した額となり、補助対象者当た
りの上限を１００万円までです。なお、当該補助事業における対象経費に消費税及び地方消費税を含めません。
補助対象の高性能林業機械等の種類や補助金の詳細については、問い合わせください。
▼申請に必要な書類
　申請書と、「事業計画書」・「見積書の写し」・「計画区域図」を提出すること。

▼対象となる資格等
　林業技士・森林情報士・森林総合管理士（フォレスター）・森林経営プランナー・林業架線作業主任者・立木
の伐採作業者（チェーンソー作業者）・木材加工用機械作業主任者・玉掛作業主任者　等
▼申請に必要な書類
　資格等習得支援と技術習得研修支援で手続きが異なりますので、詳しくは問い合わせください。

おしらせ
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　東日本大震災に伴う原発事故以降、薪ストーブ灰は安全性を図るため一般廃棄物として回収してい
ます。
　令和７年度につきましても次のような日程で回収を行います。回収につきましては尾瀬クリーンセ
ンターに午前９時から正午の間に直接搬入してください。
　また、周囲への飛散や雨などによる流出を防ぐため、ビニール袋で３重に梱包していただきますよ
うお願いいたします。
※指定日以外の灰の回収は行えませんので必ず指定日に直接搬入し、ごみ棚には出さないでください。
　なお、薪ストーブ以外の焼却灰は取り扱いしていませんのでご注意ください。

薪ストーブ灰回収について

月
４月
５月
６月
７月
８月
９月

日
１９日（土）
１７日（土）
２１日（土）
１９日（土）
１６日（土）
２０日（土）

月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

日
１８日（土）
１５日（土）
２０日（土）
１７日（土）
２１日（土）
２１日（土）

▼問い合わせ先
　農林建設課　　　　　　☎（５８）２１１４
　尾瀬クリーンセンター　☎（５８）２０１６

▼開催日

 入湯税は温泉利用者に課せられる税です。温泉施設を営む者が利用者から徴収しなければなりません。

入湯税について

▼税の使い道
　入湯税は「目的税」であり、使い道が次のとおり限られています。
  ◎消防施設等の整備 ◎環境衛生施設の整備 ◎観光施設の整備 ◎観光の振興 ◎鉱泉源の保護管理施設
▼入湯税の申告期限
　申告は翌月の１５日 (土日、祝休日は、その翌日 )までとなっていますので、温泉施設を営んでいる方は
　忘れずに申告をしてください。
▼罰則規定
　納入すべき入湯税の全部又は一部を納入しなかった特別徴収義務者は、５年以下の懲役や百万円以下　
　（百万円を超える場合有り）の罰金刑を科される場合があります。(地方税法第７０１条の７)民宿旅館等
　鉱泉浴場で営業されている方は特別徴収義務者となりますので、申告と納税をしていただきますようお
　願いいたします。申告書、納付書がない方はご連絡ください。
▼問い合わせ先 : 住民課　入湯税係　☎（５８）２１１６

　令和６年度分の国民年金保険料の納付はお済みですか？令和７年３月分の年金保険料の納付期限は
令和７年５月１日（木）です。
　保険料を納め忘れて未納のままにしてしまうと、将来受け取る年金額が減額になるだけでなく、年
金が受けられなくなる場合があるばかりか、万が一の事故などで障害者になったときの障害年金、あ
るいは一家の支え手が亡くなった時の遺族年金を受けられなくなる場合があります。
　また、未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納
付がない場合は、延滞金が課されるだけでなく、納付義務のある方の財産が差し押さえられる場合が
ありますので、納め忘れている方は、納付期限までに納付をお願いします。
　保険料の納付は、口座振替の「早割」や「前納」がお得で便利ですので、ぜひ、ご利用ください。

年金だより 令和６年度分の国民年金保険料の納付を！

▼問い合わせ先：渋川年金事務所国民年金課　☎０２７９（２２）１６０７

～国民健康保険・後期高齢者医療加入者の皆様へ～

　次の対象者に該当される方で、令和７年４月１日～令和８年３月３１日までに人間ドックを受診予定であり、
受診費用について助成金の交付を希望される方は、期限までに申し込みをしてください。

▼国民健康保険人間ドック
　※必ずドック受診前に申請してください。
　対象者：次の条件をすべて満たす方
　●国民健康保険被保険者　●４０歳以上75歳未満　●国保税に未納がない
　●総合健診（特定健診）を受診していない
　申請期限：令和７年１２月２６日（金）までに、国民健康保険資格確認書またはマイナンバーカードなど国民健康
　　　　　　保険に加入していることがわかるものを持参し、保健福祉課へ申請してください。
▼後期高齢者医療人間ドック
　※必ずドック受診前に申請してください。
　対象者：次の条件をすべて満たす方
　●後期高齢者医療被保険者　●７５歳以上、または６５歳以上７４歳以下で広域連合の認定を受けた方
　●本村に住民登録がある　　●後期高齢者医療保険料に未納がない　
　●総合健診（特定健診）を受診していない
　申請期限：令和７年１２月26日（金）までに、後期高齢者医療資格確認書またはマイナンバーカードなど後期高
　　　　　　齢者医療に加入していることがわかるもの（74 歳の方で 75 歳以降に受診予定の方は生年月日を確
　　　　　　認できるもの）を持参し、保健福祉課へ申請してください。
●助成額
　国民健康保険・後期高齢者医療ともに、ドック費用の３分の２（最高２万６千円）を助成します。助成金の請求は、
　ドック受診前の申請とは別に、受診後、健診結果がお手元に届いてから行っていただきます。
●健診結果について
　　受診後に結果が届きましたら、領収証とともに保健福祉課へご持参ください。コピーを取らせていただきます。
▼問い合わせ先：保健福祉課医療係　☎（５８）２１１５

人間ドック費用の一部を助成します！

＜令和７年度＞軽減割合

７割軽減

５割軽減

２割軽減

※１　「１０万円 ×（年金・給与所得者の数－１）」の部分は年金・給与所得者の数が２人以上の場合のみ計算し
　　　ます。年金・給与所得者の数は同一世帯の被保険者と世帯主のうち、以下のいずれかの条件を満たす人の
　　　数です。
 ・給与収入が５５万円を超える人（給与収入のうち事業専従者給与分を除く）
 ・前年の１２月３１日現在６５歳未満かつ公的年金等収入額が６０万円を超える人
 ・前年の１２月３１日現在６５歳以上かつ公的年金等収入額が１２５万円を超える人
▼問い合わせ先：群馬県後期高齢者医療広域連合　☎０２７（２５６）７１７１（代）
　　　　　　　　保健福祉課医療係　　　　　　　☎（５８）２１１５

「４３万円+３０万５千円×（世帯の被保
険者数）+10万円×（年金・給与所得者
の数※１－１）」以下

令和７年度後期高齢者医療保険料の軽減割合算定基準の改正について

＜令和６年度＞

「４３万円+１０万円×
（年金・給与所得者の数※１－１）」以下

「４３万円+５６万円×（世帯の被保険者
数）+10万円×（年金・給与所得者の数
※１－１）」以下

「４３万円+２９万５千円×（世帯の被保険者
数）+10万円×（年金・給与所得者の数※１
－１）」以下

「４３万円+５４万５千円×（世帯の被保険者
数）+10万円×（年金・給与所得者の数※１
－１）」以下

変更なし

▼均等割額の軽減について
　後期高齢者医療制度の保険料について、令和７年４月１日からの均等割額の軽減制度は下記のとおりです。
　令和６年度の消費者物価の伸びの見通し等を考慮し、５割及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定基準が改正
されました。
　なお、既に令和６年度中に後期高齢者医療に加入している方については、令和６年度の基準で７月分まで（年
金天引きによる納付の方は９月分まで）仮算定した保険料をいただき、８月から（年金天引きによる納付の方は
１０月から）令和７年度の基準を適用した保険料が計算され年間保険料が確定します。
▼均等割額の軽減基準

おしらせ
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　障害者手帳をお持ちの方で、障害の程度、軽自動車の所有者など一定の条件を満たしている場合には、
申請により軽自動車税が減免になる場合があります（障害の種類・程度によっては減免にならない場
合もあります）。
　また、自動車税（県税）の減免を受けている方は重複して減免を受けることができません。
　申請をする方は「身体障害者手帳」・「運転免許証」・「車検証」・「印鑑」を持参して役場住民課窓口
で手続きをしてください。

軽自動車税の減免申請について

▼申請期限：５月２６日（月）
▼問い合わせ先：住民課軽自動車税担当　☎（５８）２１１６

　片品村では、食料品等の価格高騰の影響を踏まえ、保護者の経済的負担の軽減、また、こども達に
炊き立ての温かいごはんを食べてもらいたいと考え、片品保育所に通う児童の主食 ( ごはん ) を令和
７年度より無償で提供いたします。
　前年度までは、副食 ( おかず ) は全年齢児無償で提供、主食は、３歳未満児は園で提供し、３歳以
上児については、持参してもらっていました。
　これからも安心安全で美味しい給食を提供していきますのでよろしくお願いいたします。

片品保育所で完全給食完全無償化実施

▼問い合わせ先：保健福祉課医療係　☎（５８）２１１５

　介護を必要としない身体を作るためには運動習慣を身につけることが大切です。
　運動することにより、今ある機能をできるだけ維持することにつながり、病気やケガ、認知症の予
防にも役立ちます。
　とうもろこし体操教室では一人ひとりの身体に合った運動プログラムで指導します。この機会に自
宅でもできる運動を始めてみませんか？

とうもろこし体操教室

▼日　程　：６月５日（木）から８月２１日（木）毎週木曜日（全１２回）
▼時　間　：午後１時30分から３時まで
▼場　所　：健康管理センター
▼内　容　：個別指導と集団体操、体力測定（開始時と終了時）
▼対象者　：６５歳以上
▼定　員　：先着７名
▼申込期限：５月１６日（金）
▼問い合わせ先：地域包括支援センター　☎（５８）４０２０

　期間は４月６日（日）から１５日（火）までとなります。
　運転者は安全運転を励行するとともに、歩行者は反射材等目立つ物を身につけ事故を起こさない、
事故に遭わないよう気をつけましょう。

春の県民交通安全運動が実施されます

▼年間スローガン　『危ないよ　スマホばっかり　見てる君』｠
▼運動の重点
　・高齢者の交通事故防止・こどもの交通事故防止・自転車の交通事故防止・飲酒運転の根絶
　・出会い頭の事故・追突事故の防止・夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
▼問い合わせ先：総務課　☎（５８）２１１１

と　　レーニングを続けていけば
う　　ごきが改善！
も　　う大丈夫！
ろ　　コモとおさらば
こ　　れからの生活
し　　あわせいっぱい

５月の健康カレンダー
  13 日（火）

15日（木）
16日（金）

乳児健診　満４ヶ月・７ヶ月・１２ヶ月児
（対象者には通知を送付します。）
はつらつ体操教室
ひだまりカフェ　 ◎予定が変更されることもあります。ご了承ください。

　帯状疱疹は、子どもの頃に罹患した水痘（水ぼうそう）のウイルスが、加齢や疲労、ストレスなどがきっかけ
で再活性して発症します。身体の片側に、水疱を伴う紅斑が帯状に広がり、痛みを伴うことが多く、症状はおよ
そ３～４週間続きます。治療の遅れや、重症の場合、帯状疱疹後神経痛が数ヶ月から１０年以上続く場合もあり
ます。
▼対　象：①年度内に６５～１００歳の５歳節目年齢に達する人　②年度内に１０１歳以上に達する人
　　　　　③接種当日に６０～６４歳で免疫の病気で厚労省令に該当する方 
▼接種方法
　①②に該当する方は、令和７年４月上旬に予診票を個別に送付いたします。
　予診票と同封の書類をよく読んで、接種を検討してください。
　③に該当する方は下記連絡先までお問い合わせください。
ＨＰＶワクチンキャッチアップ接種の期間延長について
　２０２４年夏以降の大幅な需要増により、ＨＰＶワクチンの接種を希望しても受けられなかった方がいらっ
しゃいます。そのため、２０２５年３月末までに接種を開始した方が、全３回の接種を公費で完了できるように
なりました。
▼対　象：令和４年４月１日～令和７年３月３１日までに１回以上接種した接種未完了者
　　　　　（平成９年４月２日～平成１９年４月１日生まれの方）
▼期　間：令和８年３月３１日まで
▼接種方法
　既に配布済みの予診票が手元にある方はそちらを使用し接種してください。予診票を紛失してしまった方につ
いては片品村健康管理センターまでお問い合わせください。
麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン・風しんの追加的対策（風しん５期）の期間延長について
　令和６年度に麻しん風しん混合ワクチンの供給が不足し、希望ワクチンを接種できなかった方のために、接種
可能期間を２年間延長することとなりました。接種を希望する方は下記連絡先まで問い合わせください。
▼対　象：①令和４年４月２日～令和５年４月１日生まれで麻しん風しん混合ワクチン未接種の方
　　　　　②平成３０年４月２日～平成３１年４月１日生まれで麻しん風しん混合ワクチン未接種の方
　　　　　③昭和３７年４月２日～昭和５４年４月１日生まれの方で、令和６年３月３１日までに抗体検査を
　　　　　　実施し、抗体価が不十分だった方
▼期　間：令和９年３月３１日まで
▼問い合わせ先：健康管理センター　☎（５８）２１１８

ほけんだより

～骨を強化して骨粗しょう症を予防しましょう～食育だより
　骨粗しょう症とは、骨がスカスカになり骨折しやすくなる病気です。骨折をきっかけに、寝たきりや要介護状
態になる可能性もありますので、普段の食事からしっかり栄養を摂り、骨粗しょう症を予防しましょう。
▼骨強化のためにとりたい栄養素
●カルシウム
　骨格を構成する重要な物質であるため、不足すると骨が十分に成長せず、骨粗しょう症の原因にもなります。
●ビタミンＤ
　小腸でのカルシウムの吸収を促進させる栄養素です。また、ビタミンＤは、食事以外でも日光を浴びることによっ
て、皮膚でも作られますので、適度な日光浴も大切です。
●ビタミンＫ
　カルシウムを骨に沈着させて骨を形成する働きがあり、
　丈夫な骨作りに不可欠な栄養素です。｠
▼摂り過ぎに注意してほしい栄養素
●リン
　リンは骨や歯などの主材料ですが、過剰に摂取すると、
　カルシウムの吸収を阻害してしまいます。インスタント食品、
　スナック菓子、加工食品の摂り過ぎには注意してください。

栄養素
カルシウム
ビタミンＤ
ビタミンＫ

多く含まれる食材
乳製品、小魚類、豆･大豆製品 等
サケ、イワシ、きのこ類 等
納豆、ほうれんそう、小松菜 等

（保健福祉課 )

【定期】帯状疱疹予防接種について
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行政相談所をご利用ください

月　 
　　５月
　８月

　１１月
　２月

日（曜日）
１３日（火）
　５日（火）
１１日（火）
３日（火）

開始
13:30
13:30
13:30
13:30

終了
15:30
15:30
15:30
15:30

開催日 開催時間

役場2階
第5会議室

開設場所

　毎日の暮らしの中で、●給料が支払われずに困っている●年金の手続きが解らない●道路に段差があって危な
い●どうしてよいか解らない、など行政に関する要望、困りごとはありませんか？
　総務大臣から委嘱された行政相談委員飯塚睦夫さんが、苦情や意見・要望を村民の皆様からお聞きし、解決の
お手伝いをします。お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。
　なお、今年度から３ヶ月に一度の定例相談で相談を受けていますので、お間違えの無いようご利用ください。

～聞きます、とどけます、あなたの声を行政に～

▼開催日・開催時間・開催場所

▼問い合わせ先：総務課　☎（５８）２１１１

　私たちは、いつ、どこで、突然の病気やケガにおそわれるかわかりません。
 「心臓や呼吸が止まった！出血が止まらない！喉に物を詰まらせた・・」こんな時、 そばに居合わせた人がで
きる応急手当があります。
　あなたの勇気が、命を救うのです。 
　利根沼田広域消防本部の「個人向け普通救命講習会」を受講し、心肺蘇生法とＡＥ Ｄ（自動体外式除細動器）
の使用方法を身に付けましょう。 ※費用は無料で、受講者には講習修了証が交付されます。 

令和７年度第１回「個人向け普通救命講習会」参加者募集

▼開催日時：５月１１日（日）
　　　　　　午前９時から正午まで (３時間） 午前８時３０分から受付開始
▼開催場所：利根沼田広域中央消防署（沼田市高橋場町２０４９番地１）
▼定　　員：１０人
▼申込方法：各消防署へ電話でお申し込みください。
▼申込期間：第１回個人向け普通救命講習会
　　　　　　４月１０日（木）から開催日前日までとし、定員になりしだい
　　　　　　締め切りますので、お早めに申し込みください。

▼問い合わせ先：詳しいことは各消防署へ
　　　　　　　　中央消防署（２４）１７３４・東消防署（５６）２３００
　　　　　　　　西消防署　（６４）０００２・北消防署（７２）４３４９

職業訓練（ハロトレ）説明会

　ハローワークでは職業訓練に興味がある方を対象に毎月職業訓練説明会を開催しています。無料で職業訓練が
受講でき、支給要件を満たせば、月１０万円の生活支援の給付金を受給できます。ハローワーク窓口まで、お気
軽にお問い合わせ下さい。ラインで職業訓練のほか、面接会やセミナーなどの情報も配信中です。ぜひお友達登
録をお願いします。

▼説明会日程：４月１５日（火）・５月２０日（火）・６月１７日（火）
▼時　　　間：午後２時～４時
▼場　　　所：ハローワーク沼田　会議室
▼問い合わせ先：ハローワーク沼田　☎（２２）８６０９ ID 「 @pwr8555w 」
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